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Vol.1 大石景子さん

プロフェッショナルプロフェッショナル
を紹介します！！

“放射線看護専門看護師“の第１期生（2022年度日本
放射線看護学会にて認定が開始）に当院看護師の
大石景子さんが合格されました。今後の活動目標等に
ついて伺いました。

Radiological Nursing：今年度初めての専門看護師が全国で3名誕生しました。役割は放射線事故・災害、
放射線診療を受ける対象者とその家族へ水準の高い看護の提供とともに、職業被ばく低減の方策等、施設にお
ける体制を構築することとされています。

放射線看護専門看護師とは？Q
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放射線診療を受ける患者の看護に多く関わる中で、あれっ？っていう疑問を持つことが多くありました。それは、
患者さんに対してもそうだし、看護スタッフの被ばくに関する印象や行動もそうで、そう感じたことと福島の放射
線災害がきっかけですかね…。

放射線看護専門看護師をめざしたきっかけは何ですか？

放射線治療を受ける患者さんの看護が中心です。治療に対する不安や副作用への対応だけでなく、専門看護
師として学習を深めたあとは患者にとって有益な治療となるのかどうか、最善の方法かどうかなど、患者の思い
や身体状況を放射線治療医へ情報提供し、治療の方法についてディスカッションすることも多くなってきました。

現在の仕事内容を教えてください！

一言でいうと放射線看護の基盤づくりです。
看護師の職業被ばく、防護の問題では管理
の大切さを伝えていくことや、放射線看護領
域のエビデンスの構築です。放射線治療の
副作用にしてもエビデンスのある標準的なケ
アが少ないので、放射線看護の基盤となる
ものを１つひとつ創り上げていくことが一番
の課題だと考えています。

今後の抱負を教えてください。

2023年１月１日付で臨床研究センター長を拝命

した呼吸器外科の田川 努です。

このように重責ある仕事をさせていただけるチャ

ンスをいただいたことは、大変名誉な事で大きな喜

びです。八橋 弘院長と江﨑宏典前院長、ならびに

皆様に心より御礼を申し上げます。本当にありがと

うございました。

臨床研究センターは、全国に140ある国立病院

機構病院のうち10カ所のみに設置されている臨床

研究を行う拠点で、九州では九州医療センター、九

州がんセンターと当院にしかありません。

すでに２か月が過ぎましたが、倫理審査委員会や

院内臨床研究の報告書や発表会で感じることは、長

崎医療センターの皆さんの臨床研究への熱意とレベ

ルの高さです。臨床研究や治験の積極的推進という

病院の歴代幹部先生方の方針と、各部署所属長の

適切な教育と指導の成果だと拝察します。

臨床研究センター長としては、皆様の臨床研究

のお役にたつように、よりよい環境作りのお手伝い

ができればと考えます。経験だけの臨床で終わるこ

となく、臨床を研究に発展させ、論理的な考えと手

法を身に着け、学会発表や論文にすることの充実

感、喜び、満足感を味わっていただき、活力ある臨

床研究病院にできればと考えます。

私は医師になって38年が過ぎました。現役の時

間が残り少なくなって思うことは、「すべてに感謝」

です。皆様にそして長崎医療センターの医療と研究

に御恩返しができればと考えております。八橋院長

のスローガンは、「全員診療/全員リサーチ」です。

私が心がけていることは、「１例から始まる臨床研

究、同じ医療をやるなら臨床研究にしよう、未来に

向けて研究の種を蒔こう！」です。

臨床研究センター長
就任のご挨拶
田川  努

皆さん
臨床研究をや

りましょう!!

專
齋




